
申請者　（開発者）

住所

氏名 ㊞

（TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　）

朝倉市

　　　          　年　　　　月　　　日　～　　　　       　年　　　　月　　　　日

６．申請地現況 宅地・水田・畑地・山林・道路・荒野・原野・その他（　　　　　　）

【注意事項】 （１）申請者とは開発者を言います。印は認め印で結構です。
　なお、８．添付書類④「埋蔵文化財予備調査に係る承諾書」が提出されない場合、本申請は受理しませ
ん。
（２）申請代理人は、この申請内容が分かる方をご記入ください。（裏面）
（３）添付書類はＡ４判で作成してください。（縮小可・折込み不可）
（４）該当項目を○で囲み、該当のない場合には（　）内に記入してください。

埋蔵文化財予備調査申請書

木造・鉄筋・鉄骨　　　階建

記

８．添付書類
　（各一部）

(地籍全体の面積）

　　　　　　　　　　　　　　㎡

基礎構造（布・ベタ基礎、パイル打）・その他（　　　　　）

４．工事の概要

地盤改良（　有　・　無　） 浄化槽（　有　　　　　　　人槽　・　無  ）

　　　　　年　　　月　　　日

　下記の土地の開発を計画していますので、埋蔵文化財の有無について調査をお願いします。

障害物の（有・無）  ・  撤去予定等（　　　　月　　日～　　　月　　日）

７．備考

朝倉市教育委員会　　教育長　　殿

１．所在地

①開発事業の予定地及びその周辺の位置図（1/5,000～1/25,000または住宅地図）
②対象地及びその周辺の字図
③土木工事等の概要を示す書類及び図面（配置図・矩形図または基礎断面図）
　※基礎断面図は必ず添付してください。
④埋蔵文化財予備調査に係る承諾書

（開発予定面積）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

（特に、対象地に地下埋設物、樹木・農作物等が存在する場合は必ず記入すること）

２．対象面積

３．開発の目的
宅地造成・駐車場・資材置場・農業関連・公共公営事業・専用住宅・兼用住宅・
アパート等・工場・事務所・店舗・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．工事の期間



申請書裏面

申請代理人

〒

ＴＥＬ ＦＡＸ

氏　　名

１．予備調査申請書の提出を依頼し、試掘調査等の協議・調整を図り、回答書を受理すること。

２．回答書は申請代理人の責任で、申請者（開発者）に伝達すること。

　　　　上記委任事実に相違ありません。

   　　　　年　　　　月　　　　日

委任する本人（申請者）

住　　所

氏　　名

【注意事項】
①　申請者・申請代理人ともに本申請の趣旨を十分に地権者に説明し、必要な委任を受けた
　上で提出してください。
②　試掘調査に至った場合、申請代理人は、申請者および地権者に対して試掘調査の趣旨
　説明や試掘調査実施日等の連絡調整をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

委　任　状

担当者氏名
連絡先
（携帯電話等）

住　　所



朝倉市教育委員会　　教育長　　　殿

申請者　（開発者）

住所

氏名 ㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

       　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

      　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

※　土地所有者（地権者）自筆のこと

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

権者）についても、下記のとおり承諾を受けておりますので、申し添えます。

２． 文化財保護法に係る土地所有者（地権者）としての一切の権利を放棄し、その出土品に関する処

　　　置については朝倉市に一任すること。

３．　予備調査に関して、朝倉市・朝倉市教育委員会に対する補償費等の請求権を有しないこと。

開発予定地
面積

埋蔵文化財予備調査に係る承諾書

　下記のとおり開発予定地内の予備調査について承諾します。なお、標記申請者以外の土地所有者（地

記

４．　予備調査に至るまでの事前の処置、また調査後の復旧・管理等については、申請者が行うこと。

　　　　年　　　月　　　日

１．　開発予定地内の埋蔵文化財予備調査（踏査・試掘・確認調査を含む）を行うこと。

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

開発予定地
面積



地番 枝番

土地所有者
（地権者）

     　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

     　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

       　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

     　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

地番 枝番

土地所有者
（地権者）

       　　年　　月　　日 朝倉市

住所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

※　土地所有者（地権者）自筆のこと

開発予定地
面積

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

開発予定地
面積

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

開発予定地

開発予定地
面積

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

面積
　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・
試掘・確認調査を含む）を承諾しました。

開発予定地
面積

　上記のとおり埋蔵文化財予備調査（踏査・試
掘・確認調査を含む）を承諾しました。



申請者　（開発者）

住所 朝倉市菩提寺４１２－２

氏名 朝倉太郎

（TEL　　　　　　　　　　　　　　　　　）

朝倉市 甘木１９８－１

令和　　元年　　　９月　２０日　～　令和　　元年　　１１月　　３０日

宅地・水田・畑地・山林・道路・荒野・原野・その他（　　　　　　）

【注意事項】 （１）申請者とは開発者を言います。印は認め印で結構です。
　なお、８．添付書類④「埋蔵文化財予備調査に係る承諾書」により地権者の承諾が明示されない場合、
本申請は受理しません。
（２）申請代理人は、この申請内容が分かる方をご記入ください。（裏面）
（３）添付書類はＡ４判で作成してください。（縮小可・折込み不可）
（４）該当項目を○で囲み、該当のない場合には（　）内に記入。

埋蔵文化財予備調査申請書

木造・鉄筋・鉄骨　　１階建

記

８．添付書類
　（各一部）

(地籍全体の面積）

　　　　　　　　　１，０００
㎡

基礎構造（布・ベタ基礎、パイル打）・その他（　　　　　）

宅地造成・駐車場・資材置場・農業関連・公共公営事業・専用住宅・兼用住宅・ア
パート等・工場・事務所・店舗・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．工事の概要

地盤改良（　有　・　無　） 浄化槽（　有　　　　　　　人槽　・　無  ）

６．申請地現況

令和　　　　年　　　月　　　日

　下記の土地の開発を計画していますので、埋蔵文化財の有無について調査をお願いします。

５．工事の期間

障害物の（有・無）  ・  解体予定等（　　　　月　　日～　　　月　　日）

７．備考

朝倉市教育委員会　　教育長　　殿

１．所在地

①開発事業の予定地及びその周辺の位置図（1/5,000～1/25,000または住宅地図）
②対象地及びその周辺の字図
③土木工事等の概要を示す書類及び図面（配置図・矩形図または基礎断面図）
　※基礎断面図は必ず添付してください。
④埋蔵文化財予備調査に係る承諾書

（開発予定面積）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　４００　㎡

（特に、対象地に地下埋設物、樹木・農作物等が存在する場合は必ず記入すること）
敷地西側に水道管埋設（既に機能していない）

２．対象面積

３．開発の目的

記入例



申請書裏面

申請代理人

○○市○○町

ＴＥＬ ○○○○－○○－○○○○ＦＡＸ

氏　　名

１．予備調査申請書の提出を依頼し、試掘調査等の協議・調整を図り、回答書を受理すること。

２．回答書は申請代理人の責任で、申請者（開発者）に伝達すること。

　　　　上記委任事実に相違ありません。

令和　　元年　　　９月　　１０日

委任する本人（申請者）

住　　所

氏　　名

【留意事項】

朝倉市菩提寺４１２－２

朝倉太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

①　この申請依頼については、開発者が申請者となります。
②　申請者・申請代理人ともに本申請の趣旨を十分に地権者に説明し、必要な委任を受けた
上で提出してください。
③　試掘調査に至った場合、申請者の委任を受けた申請代理人は、申請者および地権者に対
して試掘調査の趣旨や試掘調査実施日等の十分な連絡をお願いします。

委　任　状

担当者氏名　○○○○
連絡先　○○○○－○○－○○○○
（携帯電話等）○○○－○○○○－○○○○

○○○○－○○－○○○○

○○○○建設設計事務所

住　　所

記入例
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